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簡単な研究の歩み

金沢大学医薬保健研究域保健学系看護科学領域　教授
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僕の研究の原点は、肉眼解剖学講座の大学院生となり電子顕微鏡を使用
して形態の研究を始めたことからです。指導教員と一緒に、電子顕微鏡で
形態を観察する対象はどれでも良かったのですが、あまり人が観察してい
ない方面をすることになり、たまたま横隔膜の腹側にあるlymphatic stoma-
ta というリンパ管の形態に出会い、その方面の研究をすることになりまし
た。リンパ管の内皮細胞が横隔膜の中皮細胞に向かって伸展し、腹膜腔と
横隔膜下リンパ管をつなぐ交通路を形成していることの発見とその形成過
程を研究し、リンパ管に関して少し詳しくなり、現在の研究の素地になっ
ています。
そして、金沢大学で、肉眼解剖で見つけた破格を、矢継ぎ早に学会誌に
発表し、肉眼解剖学者らしくなってきたかと思っている矢先に、現在の職
場である保健学系看護科学領域の教授を務めることになりました（異動時
は、短大から4年制になった頃で、医学部保健学科看護学専攻でした）。こ
こで、元金大教授永川宅和先生、現東大教授の真田弘美先生、現在共同研
究をしている金大教授の須釜淳子先生、大桑麻由美先生、現石川県立看護
大学教授の紺家千津子先生らと出会い、褥瘡をふくむ皮膚創傷治癒の研究
を開始することになりました。留学先で、皮膚科医でも病理医でもないの
に母斑などの皮膚疾患のことを研究し、 今度は、皮膚創傷のことを研究す
ることになるとは、人生は不思議なものだと思いました。
創傷治癒の研究を行っていて、創傷が治癒する際には、創は収縮し周り
の皮膚を引き寄せる、瘢痕には毛包やメラノサイトは再生しないことは分
かったが、今以て、筋線維芽細胞がどれくらい創収縮に関与しているの
か、肉芽組織に大量に形成されたコラーゲンは消失していくのか、コラー
ゲンは真皮に見られるような正常な配列をなぜしないのか、瘢痕と正常皮
膚との間のコラーゲンのつながりはどのようなものなのか、リンパ管は創
傷治癒での役割は何かなど疑問はありながらも、そのまま放置されて、解
決できないままでいます。
現在は、卒業研究、大学院博士前期と後期課程と一緒に研究をしてき
て、助教になっている向井加奈恵先生と中島由加里先生と共に研究を進め
ています。
向井先生は、エストロゲンの皮膚創傷促進作用の検討を行っています。
糖尿病マウスや老年マウスの創傷にエストロゲンを直接塗布することで、
治癒が促進されることを見出しています。その機構を分子レベルで解明し
ようとしています。研究内容は既に数編の論文として発表しています。
中島先生は、リンパ管リンパ節切除後のリンパ浮腫の治癒のために、マ
ウスリンパ浮腫モデルの作製や培養下でリンパ管形成の分子機構の解明を
試みています。こちらはまだ成果は出ていませんが、マウスの集合リンパ
管を切除すると、正常では観察されなかった交通リンパ管が拡張し、迂回
路となって、リンパを流すことを見出しました。創傷治癒におけるリンパ
管の役割も研究を行っています。
さらに、上記以外に、生体、ご遺体を用いて、静脈注射や筋肉内注射に
関する解剖学的注意点や技術的なことの研究も行っています。
正直なところ、医学部の解剖学教室の教授になって、解剖をベースにし
た教育と研究を行う予定でいたのですが、そちらは教授選に負けて実現せ
ずに、看護学専攻で解剖生理を教えて、皮膚創傷の研究をすることになる
とは思いもよらなかったことです。ただ、令和3年3月に退職する今となっ
て振り返ると出会えた方々は良い人たちで、悪くはなかった研究生活だっ
たかと思ってはいます。
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more granulation
Lessing MC, et al. Negative Pressure

Wound Therapy With Controlled Saline
Instillation (NPWTi): Dressing Properties

and Granulation Response In Vivo.
Wounds 2011;23:309-319.
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